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『
日
蓮
学
』
第
五
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
は
左
記
の
四
先
生
よ
り
論
文
二
編
、
書
評
二
編
の
玉
稿
を
賜
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
中
尾
堯
先
生
の
「
身
延
文
庫
所
蔵　

日
重
著
『
和
語
雑
雑
抄
』
の
書
誌
と
概
要
」
は
、
身
延
山
第
二
十
世
住
持
日
重
（
一
五
四
九
―
一
六
一
九
）

の
著
作
『
和
語
雑
雑
集
』
に
つ
い
て
、
同
じ
く
日
重
の
著
作
で
あ
る
『
見
聞
愚
案
記
』
と
の
関
係
性
を
述
べ
た
上
で
、
そ
の
構
成・

目
録
と
内
容
を
概

観
す
る
論
文
と
な
っ
て
い
ま
す
。『
和
語
雑
雑
集
』
は
仏
教
学
の
範
疇
を
超
え
て
国
文
学
の
知
識
を
も
必
要
と
す
る
内
容
、
達
筆
な
筆
致
な
ど
か
ら
解

読・

翻
刻
が
困
難
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
全
体
像
を
紹
介
し
た
本
論
文
は
ま
さ
に
待
望
の
一
編
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

Em
anuele D

avide Giglio

先
生
のSulla form

a originale e sulla trasm
issione storica de Il vero aspetto è tutti i fenom

eni

（Shōhō 

Jissō-shō 

諸
法
実
相
鈔
）
は
、
真
偽
論
の
存
す
る
写
本
遺
文
で
あ
る
『
諸
法
実
相
鈔
』
を
検
討
し
た
論
文
で
す
（
イ
タ
リ
ア
語
）。
同
鈔
の
最
古
の
写

本
で
あ
る
朝
師
本
に
特
に
注
目
し
な
が
ら
、
宛
先
（
最
蓮
房
）
の
問
題
や
、『
他
受
用
御
書
』
収
録
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
等
と
の
相
違
点
な
ど
を
検
討
し
、
同

鈔
の
来
歴
を
探
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
か
か
る
文
献
学
的
検
討
を
踏
ま
え
て
、
旧
来
の
日
蓮
遺
文
研
究
の
方
法
論
を
問
い
直
し
て
い
く
と
い
う
、
意
欲

的
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
本
一
平
先
生
か
ら
は
、
本
研
究
所
刊
行
の
『
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ　

妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
』（
望
月
海
慧・

金
炳
坤
編
、
二
〇

二
〇
年
）
の
書
評
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
書
は
、
菩
提
流
支
訳
の
世
親
『
法
華
論
』
に
つ
い
て
の
最
新
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
、
序
一
篇
、

論
文
四
篇
、
影
印
二
篇
、
資
料
二
篇
、
合
計
九
篇
か
ら
な
る
研
究
叢
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。
岡
本
先
生
は
同
書
の
意
義
を
、
江
戸
期
の
版
本
の
重
要
性

を
再
評
価
し
た
点
に
求
め
、
ま
た
同
書
に
お
け
る
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
の
活
用
に
注
目
し
て
論
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

石
田
智
宏
先
生
か
ら
は
、
本
研
究
所
刊
行
のK

aie M
ochizuki and Byungkon K

im
（eds.

）, Bibliography of the Studies on the Saddhar-

m
apundarīkasūtra

（1844-2020

）, Lotus Sutra Studies I

（『
法
華
経
研
究
叢
書
』
一
、
二
〇
二
〇
年
）
の
書
評
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
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書
は
、
一
八
四
四
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
間
に
発
表
さ
れ
た
『
法
華
経
』
関
係
の
研
究
文
献
を
網
羅
し
た
目
録
で
、
こ
れ
ま
で
類
例
の
な
か
っ
た

も
の
で
す
。
石
田
先
生
は
同
書
の
概
観
と
意
義
に
つ
い
て
紹
介
し
つ
つ
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
も
ご
意
見
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

末
筆
で
す
が
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
の
日
蓮
研
究
の
今
後
い
っ
そ
う
の
発
展
、
そ
し
て
そ
の
発
展
の
一
翼
を
本
研
究
所
が
担
え
る
こ
と
を
心
よ
り
願

い
ま
し
て
、
第
五
号
の
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。�

（
岡
田
文
弘
記
）
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